
表．他の図譜等の「檀特」及び「十姉妹」の用例 

 

１．「檀特」 

図譜等の名称 図の特徴等 衆禽画譜との比較 

①蘭山「蘭山禽譜 地」 図の上部に「十姉妹（シャカタラスズメ）ノ一種」という記載が

ある。頭、背、腰が濃茶色で腰には黒斑がある。腹は白。尾と翼

は黒色。顔と胸は黒く、白い首輪が有る。 

白い首輪以外は衆禽画譜「野鳥」表 14-4 に類

似し、コシグロキンパラである。 

②衆芳軒旧蔵「禽譜」 宮城県図書館収蔵のものをインターネット（叡智の杜 Web）で確

認したが、大部のため、「檀特」の図の探索に至らなかった。 

 

③牧野貞幹「鳥類写生

図」（四軸） 

「ダンドク」という付札がある。嘴は褐色で赤みを帯び、頭上

から背は灰褐色、胸と腹部は白く黒い横斑、翼と尾には黒斑が

あり、特に頭と胸に赤い斑点、腰は描かれておらず、上尾筒に

長く赤い羽毛があるように描かれている。 

 

※細川（2012）は牧野貞幹「鳥類写生図」の「ダンドク」の図

を掲載している。しかし、掲載されていない図の左側に「侶

鳳述 百鳥図 ジウシマツ」（図は圗の口無し）の付札があり

（本稿では（ｂ）③）、これを「ダンドク」として引用するの

は誤りである。牧野貞幹「鳥類写生図」における「ダンド

ク」の図は「ダンドク」という付札の右側に収録されてお

り、本稿ではそれを対象としている。 

明らかに衆禽画譜「野鳥」表 14-3 及び表 14-

4 とは別種である。特徴がかなり誇張されて

いるため断定は困難だが、Restall（1996）

を踏まえるとコシジロキンパラの中国中部か

ら南部に分布する亜種 L.s.swinhoei または

台湾に分布する亜種 phaethontoptila の可能

性がある。 

④梅園「梅園禽譜」 「檀特鳥 タンドク 乙未仲夏未有（?）五日真寫」の付札があ

る。嘴は青灰色、顔、喉、胸は黒色、背、翼、尾は暗茶褐色、

衆禽画譜「野鳥」14-4 に類似し、コシグロキ

ンパラである。 



図譜等の名称 図の特徴等 衆禽画譜との比較 

腹部は白、下尾筒は黒である。 

⑦水谷豊文「水谷禽譜」 図の上部に「ダンドク 十姉妹一種 形十姉妹ノ如ク、頭背赤

褐、胸臎黒色、腹白、翅端尾黒」（句点は引用者による）と記載

がある。臎は尾の部分の肉を意味し、尾そのものは後半に「翅

端尾黒」とあるため、腰を指すと考えられる。 

嘴は太く上が暗黒色で下が白色、顔と胸は漆黒、後頭部から

背、腰は暗茶褐色、腹は白、翼と尾は黒色である。 

衆禽画譜「野鳥」14-4 に類似し、コシグロキ

ンパラである。 

⑧増山雪斎「百鳥図」 図の上部に「ダンドク 雌雄同色」という記載がある。嘴は太

く上が暗黒色で下が青白色、顔と胸は漆黒、後頭部から背、腰

は暗茶褐色、腹は白、翼と尾は黒色である。 

衆禽画譜「野鳥」14-4 に類似し、コシグロキ

ンパラである。 

 

２．「十姉妹」 

図譜等の名称 図の特徴等 衆禽画譜との比較 

①蘭山「蘭山禽譜 地」 図の上部に「喉下黄黒斑 全身赤褐色、翅尾黒、腹白、目黒、

郭白、觜短上灰下蒼、足灰、喉黒、胸及雨覆辺白、尾根及胸ト

同ク茶色斑文、雌又相似リ」（句点は引用者が付す）という記載

がある。 

図には名称が付されていないが、解説の直下にあり「喉下黄黒

斑」である個体では、嘴の付け根と喉は黒く、頭から肩、背は

暗褐色で、背のみに黒斑がある。翼と尾は黒色。翼の一部と尾

の付け根に赤味がある。腰は白色で「白」と記載されている。

前頸は黄色みがあり、細かな横斑。腹は白い。 

菅原・柿澤（1993）は「「蘭山禽譜」の”じ

うしまつ”の図はダンドクである。」とする

が、その根拠は不明である。少なくとも腰が

白い点だけでも、他の「檀特」とは容易に一

致しない。むしろ赤味が有る点は、③牧野貞

幹「鳥類写生図」（四軸）の「檀特」に類似

する。また、衆禽画譜「野鳥」表 14-1 に類

似せず、コゲチャキンパラではない。 



図譜等の名称 図の特徴等 衆禽画譜との比較 

③牧野貞幹「鳥類写生

図」（四軸） 

「ジウシマツ」を含む付札がある図は 2図あり、それぞれ 2羽ず

つ描かれている。まず「侶鳳述 百鳥図 ジウシマツ」（図は圗の

口無し）の付札がある 2羽は、嘴は太くて灰色、より色が濃く雄

と思われる方は頭と肩の黒色が濃く翼は黒色、腰は白く、腹は白

くて横斑がある。雌と思われる薄い方は、背から腰も含めて一様

に灰黒色、腹は白くて鱗状の黒斑がある。衆禽画譜「野鳥」表 14-

1 に類似せず、コゲチャキンパラではない。 

また、「ジウシマツ 之一種」と 2羽は、1羽は頭が黒色で体は

赤みを帯びており、背、肩、尾が特に赤く描かれている。もう 1

羽は頭が白く胸は緑色、腹は黒く、背は褐色で縦斑がある。 

いずれも衆禽画譜「野鳥」表 14-1 に類似せず、

コゲチャキンパラではない。 

⑤堀田正敦「禽譜」 

 

「禽譜」折本（小）異國産小禽に、付札が「十姉妹 長崎寫

眞」、「同」、「十姉妹 雌」「同 雄」の４図が掲載されている。

菅原・柿澤（1993）引用のモノクロ図は「十姉妹 長崎寫眞」

の図である。この個体は頭が黒く、翼と尾は暗褐色、後頸と

背、肩は褐色に白色の縦斑、胸と腰は淡褐色で黒い横斑、腹は

白く黒色の縦斑がある。「同」の個体は「十姉妹 長崎寫眞」に

類似するが後頸と背、肩は暗褐色に黒色の縦斑、腹に縦斑がな

い点で異なる。 

また、「十姉妹 雌」は額から頭上、後頸と背、肩は灰色に白色の

縦斑、喉は赤味が有る淡褐色、胸はやや濃い茶褐色に白い縦版が

あり、腹は白く斑がない。「同 雄」は顔が黒く、背は濃褐色で細

い縦線、胸はやや濃い茶褐色でうろこ状の模様がある。 

いずれも衆禽画譜「野鳥」表 14-1 に類似せ

ず、コゲチャキンパラではない。 



図譜等の名称 図の特徴等 衆禽画譜との比較 

⑥河野通明「奇鳥生写

図」 

国立国会図書館収蔵のものをインターネットで確認したが、「十

姉妹」を発見できなかった。 

 

⑧増山雪斎「百鳥図」 「十四満津」の付札がある。嘴は太く上が暗黒色で下が青白

色、顔は黒いが頬、胸は淡褐色に細かく黒い斑、背と翼、尾は

暗褐色、腰は白色、腹は白色に細かな斑がある。 

衆禽画譜「野鳥」表 14-1 に類似せず、コゲ

チャキンパラではない。 

 


